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第 3身 様式 (第15粂関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 増 才 r

注 1弦 当する日には、レ印を■入してください。特定千葉右以外の中薬子の方はレ印の記入は不要です。

2 f基 お年度」とは‖目翔間の前年度を  '目 棟年慶」とはrr画期間の最終年度を  「報告年度Jと は計画期的のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます.

ち主豊窮養夢安讐干牟をあ遣晶留窪秀済暫苦:揖a舛あ崇覇据縄奮磐得皆

|その他の地FF濃残化対策による速蜜効果ガスの目Jtti寧 Jの 実績については 計 画期的中の真織の界計を記入してください。

(朗)グ ツーン電力の購入によう温室効果必 の肖J滅実績が18年 度5ト ンで19学産10トンの場合 19年 慶の報告書の実績については18年 度と■9年度の実績を緊耕し15トンと記入

'特脅事項Jに は 平 成 2年 度 (1990年 度)を 基準とした排出量の対比やエネルギー原単位∽ 排出去 省 エネ製品環発など他者の遠室効果メス排出高J滅への貢献 グ リーン田速の採

用、4t定クtrンなどの条例指定外の工室効果メスの削競などを記入してください.

京都市山科区御陵中内町 5

京都府地球温暖化対策条例第19条の規定により提出します。
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京都府地球温暖化対策条例施行規員J第10条第1号骸当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トランクスはバス100台以上/タ クシー150台

以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果メスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して3)000ト

ン以上))

計 画 期 膚 平成 18年 4 月 ～  平 成 20をF 3 月

基 本 方 コ 計画的に高効率の設備に改修すると共に老朽化した建物 戸建物設備については建着えを行い、エネルギー消費効率の改善を図る。 くを打化し

ている冷暖房設備等を更新してきた。また、を朽化した建物 ・建物設備を建替えた。)

歴 達 拝 伍 暖化対策等について定期的に委員会を開催して学校の活動方針を決定して実苑している。

(エヨ商品の購入等に努めた。冷房の設定温度を280℃ に設定し運用した。)

具
細
置中的韓

年
体
及

年 度 設備、対象、工程等 措 置 内 容

冷暖房設備 ガス吸根式輪温水発生器 1台 とガスt― トポンブ 10台 を高幼碁型に更新して消費効率の改善を図った。

変圧器 トランス碁との見直 しにより 超 ぞエネ トランス(じフラ方,に 交更 して使用電気との朗減を行つた,

13 有圧換気扇 麻育ほ屋上にある有E換 気聴12台 を8台 に見直し文新した。

蒸気ポイラー 曖内で2台 ある寮気ポイラーを使用方法を見直し1台 に集約して活用している。

ス
等却姫

通
の 排出区分

塗 辛 午 慶 (来 頂 ブ

(17)年 度

(二酸化炭素換算 (1))

日標午慶 く計田,
(19)年 度

(二酸化炭索換第 (1))

月」湧 挙

く計画)
(%)

報 行 牛 慶 (夫 頼 ブ

(18)年 度
(二翻 ヒ炭素換夕 (1))

日u頭挙

(実績)
(%)

A事 業所等排出区分 3,906 t 3,652 t -1 4 % 3758 0  t -3 8%

B輸 送車両排出区分 t t % t %

Cそ の他排出区分 t t 96 t %

排出合計 3906 t 2         3,852 t -1 4% 4                               3758 t - 3  8 %

そのltの地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減曇
等

対策等の区分
日標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取担基奪 (二酸化決乗換算 くt 取担量等 (二酸 化炭茶換 雰 (1

森林の保全及び里 (整憶面積 (験取的 t (翻 清調獄 i (吸収蚤) t

府内産の木材のi (利用Il (HJ激量) t (利用玉) (制壊曇) t

自然エネルギーを利用 した
電カスは熱の供給

(死電去) kTh (削減工) t (発電長) k,h く割滋工) t

〈掃供給承 C3 (削減逮) t く無供給量! (削法と) t

グ ツー ン電力の癖八 (購入と) kFh (削法量) t C入 量) 1,h (胡済曇) t

削減量等合計 t t

差引排出重

〈様出合計―Fj濃等合計)

基準年度 (実績) 自標年度 (計画) 肖J浅暮 (計画) 報告年度 (実績) P崚 奉 (安釈)

1          9906 t 10‐ta) 38520 t - 1  4 % lH)‐てo                        3758 0  t 3 8%

特 記 事 事 1 机 ・補子等の備ど
2 お 房の設定温度,

担  当  部

担 当  者  よ

住

にヽついては、エコ商品の購入に努めている。
ま280モ に設定し運用している。
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